
集うから生まれる“あーとのひろば” 
 魅力ある“子どもの力・アートの力”をひもときながら、「つくることの愉しさ」を見つけ、 

家族や友達、そして、自分と出会える広場になることを願って開催しています。 

 

 

私たちが心がけていること 
 

自然素材や身近な材料を用いて学びを創る「ｆｆ；つちのこ」 

                                 代表／ささき・たかし 

 

■“高感度から好感度”をめざして臨みます。 

●アートの力で、自己肯定感、家族愛、幸福感・・・ 

   この活動をチャンスに参加者と共に創り上げていくことを心がけます。 

●参加者への「援助」と「支援」をし合いながら成功させるように努力します。 

  ●気付きのアンテナで「安全・安心」を心がけます。 

 

■教材の価値(教材性)を有効に、参加者の感性をほぐしていくようにします。 

 ●「できない」ではなく、「できるかもしれない」。 

 「失敗」ではなく、「工夫しよう」を応援し、参加者共々愉しい時間にしていきます。 

 

■“子どもに敬意を！・出会いに感謝を！”を合言葉に臨みます。 

 ●褒める・誉める・ほめる・ホメル・・・・・・ 

  That’s greet.  Fantastic! （それは素晴らしい！） 

  ＊価値あるものに気付かないと、ほめることはできないと考えています。 

  ⇒ほめるということは、「価値づけること」だと思っています。 

  ⇒参加者に寄り添い、ターゲット・ストロークを心がけます。 

 

■ジョブスタイル（役割の構築）と 

ヒューマンデザイン（出会った価値から自らを磨く）の日にし、明日に紡ぎます。 

 ●100％素晴らしい人は、だれもいない。でも、それに近づくことは可能です。 

だれもがもっている１％の輝きに気付いて、自分を磨いて皆さんに寄り添います。 

 

           《問い合わせ先》  略 

 


